


秋
の
深
蛍
ｊ
今
日
こ
の
頃
、
紅
葉
し
終
わ
り
７
７
げ

武
佐
岳
に
白
忌
二
帽
子
ｑ
沁
諦
～
日
し
近
函
。
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安達雷彦さん(22歳）北武佐

十
五
頭
〉
を
飼
養
、
年
間
約
二
百
八
十

Ｊ
の
乳
量
を
生
産
す
る
酪
農
専
業
農
家

で
、
す
。

今
、
パ
ド
ッ
ク
を
自
作
で
製
作
中
で

こ
の
後
は
給
仕
場
建
設
も
計
画
し
た
い

と
話
す
の
は
、
安
達
意
彦
さ
ん
二
十
一
一

歳
だ
。

意
彦
さ
ん
は
、
二
人
兄
弟
の
長
男
、

武
佐
小
中
学
校
を
卒
業
後
は
酪
農
の
蒸

礎
知
識
を
学
ぶ
た
め
標
茶
高
校
酪
農
科

に
進
学
す
る
。
高
校
で
は
寮
に
入
っ
て

い
た
が
部
活
活
動
は
し
な
く
、
も
っ
ぱ

ら
勉
強
？
で
は
な
く
放
課
後
実
習
に
毎

日
進
ん
で
参
加
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の

放
課
後
実
習
と
は
、
学
校
で
飼
養
す
る

牛
の
管
理
や
畑
牧
草
の
収
穫
作
業
な

ど
を
丁
伝
う
も
の
で
、
こ
の
実
習
に
参

武
佐
岳
を
見
上
げ
、
広
大
な
草
地
に

森
林
が
続
く
、
家
の
近
く
に
は
き
れ
い

な
透
き
通
っ
た
小
川
が
流
れ
る
．
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
安
達
牧
場

は
あ
る
。

安
達
牧
場
（
経
営
主
・
安
達
和
永
さ

ん
）
は
、
九
十
二
鯨
の
十
地
面
積
を
所

有
し
（
草
地
六
Ｉ
淑
稀
、
山
林
、
原
野

二
十
七
鯵
）
乳
牛
八
十
頭
（
綻
麗
牛
六

二勺Ⅲ

勝
凛
騨
嚥
騨

高
校
を
卒
業
後
は
家
庭
の
事
情
も
あ

り
家
業
に
就
い
た
が
、
高
校
の
時
身
に

つ
け
た
放
課
後
実
習
の
効
あ
っ
て
か
牛

の
管
理
機
械
作
業
な
ど
何
の
苦
労
も

な
く
す
ぐ
実
践
の
中
で
行
な
う
事
が
出

来
た
と
い
う
。
今
で
は
乳
牛
符
邸
部
門

は
全
部
篭
彦
さ
ん
の
担
当
と
の
事
。

家
業
に
就
い
て
四
年
、
今
、
経
営
の

加
し
た
お
か
げ
で
、
実
践
と
か
わ
ら
な

い
技
術
を
収
得
す
る
事
が
出
来
た
と
い

う
。
先
生
か
ら
も
信
頼
を
受
け
、
授
業

中
で
も
牧
草
収
穫
な
ど
で
忙
し
い
時
に

は
先
生
か
ら
呼
ば
れ
、
実
習
作
業
に
出

た
そ
う
だ
。
ま
た
、
こ
の
高
校
に
は
機

械
科
が
あ
り
、
自
分
の
選
考
す
る
科
と

は
違
う
が
、
機
械
修
理
な
ど
も
良
く
手

伝
い
に
行
っ
た
そ
う
だ
。

餌屯

話ししとげの肥はる収効飼中
してか同れ酪料雌か穫果料で
て行川じる農代入としをⅢ丁取
いかな事かはも飼いた草心り
るないをで、減料う卓地の組
･け、や勝い少は事でに酷ん
れ農つ負かし百で、ど最農で
ば業てがにて万あれ大゜し、
Ｌ者い決生来円るだ限堆る
と目れま塵た以･け活肥の
患らばるコミ下現牛用とは
彦考同昌スことに乳し尿、
さえじ今トれな咋が、の目
ん実答まをかり年搾そ肥給
は銭えで下ら、でれの料粗

’ 



圧毫

平
成
六
年
十
月
四
日
午
後
十
時
一
一
十
一
一
一
分
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
｜
の
巨
大
地
一
震
が
再
び

道
東
を
襲
っ
た
。
震
源
は
北
緯
四
一
一
一
・
四
度
、

東
経
一
四
七
・
九
度
の
根
室
東
方
沖
百
八
十
零
回

で
、
震
源
の
深
さ
は
約
一
一
十
零
口
。

鰊、

釧
路
沖
地
震
（
Ｍ
七
・
八
）
か
ら
約

一
年
半
、
そ
し
て
北
海
道
南
西
沖
地
震

（
Ｍ
七
・
八
）
か
ら
わ
ず
か
約
一
年
の

出
米
事
で
あ
る
。

こ
の
地
震
で
、
道
々
、
町
道
、
農
道

崖
で
、
道
々
、
町
道
、
農
道

能
数
カ
所
が
寸
断
さ
れ
、

祠
停
電
、
断
水
で
搾
乳
作

罷
業
も
出
来
な
い
状
態
と

ま桐
な
っ
た
。

←
←
ま
た
負
傷
者
も
続
川

力『
□
し
、
道
内
で
一
一
一
百
一
一
一
十

Ｌ
 

桂
人
。
最
も
被
窒
Ⅱ
の
大
き

つ讓
か
つ
た
中
標
津
町
で
は

錘
行
一
人
と
な
っ
た
。

ま執
巾
荊
農
協
組
合
員
内
で

酢
も
住
宅
、
牛
舎
、
サ
イ

孵
口
な
ど
に
大
き
な
損
害

一
」

刺
・
｝
と
も
た
ら
し
、
さ
ら
に

窪
農
地
の
地
盤
沈
下
や
ガ

割
ヶ
が
崩
れ
る
な
ど
被
害

牛
が
店
が
り
ま
し
た
。

中
標
津
川
農
協
の
地

震
に
よ
る
建
物
、
構
築

物
、
農
機
具
な
ど
の
被

害
件
数
は
一
千
七
百
六

十
九
件
に
ｔ
り
、
完
全

復
旧
被
害
見
績
額
総
体

で
は
十
二
億
九
千
五
両

ｲﾃﾞｰ閃

牛舎1階部がつぶれ屋根だけが残を

鋲



鑓

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

被
害
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

｜
、
人
的
被
害
耀
傷
一
一
件
、
重
傷
三

ｉ
 

一
一
、
構
築
物
、
農
機
具
な
ど
被
害

○
住
宅
五
百
九
卜
八
件
、
完
全
復
Ⅲ

被
害
見
積
額
（
以
下
兄
槙
額
）
四
億

道路が地割れ､地盤沈下で通行止め

丘
千
兵
百
六
万
円

○
牛
舎
六
百
六
十
三
件

見
積
額
六
億
三
百
四
十
九
万
五
Ｔ

○
サ
イ
ロ
五
十
九
件

見
積
額
一
億
五
Ｔ
六
百
十
八
万
円

○
Ｄ
型
、
車
庫
、
六
十
件

見
積
額
二
下
四
百
七
十
七
万
円

○
堆
肥
盤
、
尿
溜
池
、
四
十
九
件

見
積
額
山
下
二
万
九
十
Ⅲ
刀
円

○
付
属
設
備
三
河
四
十
件

見
積
額
一
千
二
百
六
十
四
〃
円

○
農
機
具
一
一
一
’
四
件

係.Ｗ

見
積
額
四
千
几
百
二
十
六
万
五
千

リ

ニ
｜
、
家
畜
の
疾
病
な
ど

○
死
亡
六
頭
、
乳
房
炎
そ
の
他
二
百

一
．
｜
ｌ
「
頭

兇
積
額
一
．
千
七
百
九
十
五
万
２
千

円

四
、
生
乳
廃
棄
に
係
る
直
接
被
害

○
廃
棄
量
「
十
几
或

見
積
額
二
百
六
十
九
万
七
丁
Ⅲ

※
完
全
復
旧
被
害
見
積
額
と
は
、
建
物

施
設
な
ど
を
当
初
の
使
用
状
態
に
ま
で

修
理
し
た
場
什
の
価
格
を
い
い
ま
す
。

網-丁

ＡコープWの店内では商品が散乱､酒､正j由などのピンが割れ複雑な臭いが

似う

鱸んであったコンテナが倒れ､貯蔵庫内でいもが散舌Ｌ



北海道東方沖地震
災害に対する融資対策

*平成６年10月４日発生した北海道東方沖地震による被害農家組合員に対･する融資対策を、

下記の農林公庫資金・北海道信達要綱資金・農協資金により対応いたします。

農林漁業施設資金

(主務大臣指定施設）
農協資金北海道信連要綱資金農業基盤整備資金資金名

同左 lｺﾞﾉ,： 同左｣f組合員であって農貸付先
バー、

脇理事会において将

に認めたもの

被害施設（農業施設農業施設及び腱家住畜介、雌llu盤、サイ鳥iIl・牧野またはそ資金便銭
及び'i三宅､私道､畑

ロなど営農施設 宅の復旧（補修を念の保全・利用上必要
乳牛）の復旧に要す

む）に要する盗金な施設の災害復Ⅲ る資金

限度なし 500万円以広災害復１１１に要した経 -施設当り200万|I貸付限度

(特認400万円）賀全額

融資率80％

20年以|ﾉﾘ（うち裾置 １０年以内（うち据満15年以内(うち据置25年以内（うち据置貸付期盾

3年以|川） ５年以内】 3年以内）５年以内）

Fｓ 

愛動金利2.59ｆ 5.2％ 4.5％ 389,f; 利率

(毎月４月１日兇直

し〕

元金均等俊還年１F 元金均等償還年１回元利均等償通年１匹元利均等償還年１回償還方法

利息２回私 狐私私

平成７年３１]末まで｜平成７年12月31Ｈま特になし融資対象 特になし

期間 に貸付決定のあったでに貸付実行のあっ

もの たもの

〃

資金名 農業基轤整備資金
農杯漁業施設資金

(皇務大臣指定施設）
北海道信連要綱資金 農協資金

貸付先 ｣'二組合員であって農

lii1理事会におiw》て特

に認めたもの

〕il左 |司左 17i１／ｆ 

資金使途 農地・牧野またはそ

の保全・利jii上必要

な施設の災零復Ⅱ

畜介、雌llU盤、サイ

ロなど営農施設

農業施設及び膣家住

宅の復Ⅱ「（｜iii修を念

む）に要する溢金

被害施設（農業施設

及び住宅､私道､畑、

乳上|鳥）の復iillご要す

る資金

貸付限度 災審復lllに要した経

賛金額

‐施設?uiり200〃'１；

(特認400/JIu）

融資率80％

限度なし 500万１１以内

貸付期間 25年以内（うち据置

５年以内）

15年以内〈うち据置

3年以lｿ1）

20年以|ﾉﾘ（うち裾置

5年以内）

10年以内（うち据潰

３年以|ﾌﾞﾘ）

利率 3.8％ ４．５ 変動金利2.5

(毎月４月１[]兄道

し）

5.2％ 

償還方法 党利均等償還年１１p１

払

):>利均等償還年１回

払

元金均等償還年ﾕ１両’

利息２[ﾛ;払

元金均等償還年１１iTＩ

払

融資対象

期間

特になし 特になし 平成７年３)]末まで

に貸付決定のあった

もの

平成７年X2！』311Jま

でに賞f笑行のあっ

たもの



薑

＊
中
標
津
町

〈
農
業
施
設
に
係
る
利
子
補
給
、
対
象

限
度
額
一
千
五
百
万
円
〉

平
成
七
年
三
月
一
一
十
一
日
ま
で
に
町

長
に
被
災
届
を
提
出
し
、
平
成
七
年
十

一
一
月
三
十
一
ｕ
ま
で
に
融
査
実
行
の
あ

っ
た
も
の
に
対
し
、
借
入
金
利
率
が
二

％
未
満
に
つ
い
て
は
、
借
受
利
率
と
し
、

借
入
金
利
率
が
一
一
％
以
上
は
、
二
％
の

利
子
補
給
を
馴
登
実
行
の
日
か
ら
五
年

間
実
施
す
る
。

〈
住
宅
に
係
る
利
子
補
給
、
対
象
限
度

額
七
百
万
円
〉

平
成
六
年
十
二
月
一
一
十
一
日
ま
で
に

町
長
に
被
災
届
を
提
出
し
、
平
成
七
年

六
月
三
十
口
ま
で
に
貸
付
決
定
の
あ
っ

た
も
の
に
対
し
、
二
％
の
利
子
補
給
を

融
資
実
行
の
日
か
ら
五
年
間
実
施
す
る
。

＊
農
協

〈
農
業
施
設
及
び
住
宅
に
係
る
利
子
補

給
、
対
象
限
度
額
・
農
業
施
設
一
千

北
海
道
東
方

沖
地
震
災
害
に

対
す
る
融
資
に

係
る
利
子
補
給

一
、
受
付
期
間

平
成
六
年
十
月
一
十
八
Ⅱ
ｌ
平
成

八
年
ｌ
月
七
日

二
、
融
資
限
度
額

木
造
の
住
宅
建
設
一
千
二
十
〃

円
、
補
修
五
百
五
十
万
円

二
○
○
％
融
資
可
能
）

三
、
融
資
対
象

Ｈ
建
設

五
百
万
円
、
住
宅
七
百
万
円
〉

平
成
七
年
二
月
一
一
ｌ
｜
日
ま
で
に
町

長
に
被
災
届
を
提
出
し
、
平
成
七
年
ト

ー
月
一
一
一
十
》
日
ま
で
に
融
資
英
行
の
あ

っ
た
も
の
に
対
し
、
僻
入
金
利
率
が
一
一

％
を
超
え
二
・
五
％
未
満
に
つ
い
て
は

情
入
金
利
率
の
う
ち
二
％
を
除
い
た
率

と
し
、
借
入
金
利
率
が
一
丁
五
％
以
上

は
、
○
・
五
％
の
利
子
補
給
を
融
資
実

行
の
日
か
ら
五
年
間
実
施
す
る
。

２０Ｖ 
■■■ 資

金
の
貸
付

災
害
復
興
住
宅

住
宅
公
庫
の

仇
宅
に
五
割
以
上
の
被
害
を
受
け
た

場
什

＊
町
が
、
住
宅
に
五
割
以
上
の
彼
書

を
受
け
た
稀
と
判
断
し
た
場
什
に

発
行
さ
れ
る
、
住
宅
公
庫
所
定
の

「
災
害
復
興
住
宅
に
関
す
る
認
定

誉
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

口
補
修

住
宅
に
十
万
円
以
上
の
被
害
を
受
け

た
場
合

＊
町
・
消
防
署
な
ど
が
、
仇
宅
に
十

万
円
以
上
の
被
害
を
受
け
た
者
と

判
断
し
た
場
合
に
、
町
・
消
防
署

な
ど
の
所
定
様
式
に
よ
り
発
行
さ

れ
る
、
「
り
災
証
明
書
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

四
、
返
済
期
間

木
造
の
住
宅
建
設
２
１
五
年
以
内

（
三
年
以
内
の
据
置
可
）

補
修
二
十
年
以
内
二
年
以
内
の

据
置
可
）

五
、
貸
付
利
率
年
三
・
九
価
％

六
、
債
権
保
全

Ｈ
建
設

協
会
保
証
、
ま
た
は
個
人
保
証
（
既

融
資
額
と
今
回
の
融
資
額
と
の
合
計

額
が
五
百
二
十
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
上
地
と
建
物
に
抵
当
権
設
定
）

ＩＦ刃Ｉ

liliiliUl1iiliIliIlilliiIllllllIillLiil 

同
補
修

協
会
保
証
、
ま
た
は
個
人
保
証
（
既

融
資
額
と
△
１
側
の
融
盗
額
と
の
合
計

額
が
百
万
円
以
上
五
百
二
十
万
川
ま

で
は
建
物
に
、
五
百
二
十
刀
円
を
超

え
る
と
き
は
、
上
地
と
建
物
に
抵
当

権
設
定
）

七
、
融
資
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
住

宅建
設
一
戸
当
た
り
の
住
宅
部
分
の

床
面
積
が
Ｉ
｜
｜
｜
が
以
卜
百
二
十
五
派

以
下
。

②
符
二
十
五
脈
よ
り
も
大
き
な
住
宅

が
被
害
に
、
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

広
さ
ま
で
の
住
宅
を
建
設
で
き
ま

‘
す
。

￣ 

／ 



い
つ
も
取
り
組
も
う
と
思
っ
て
は
い

て
も
、
つ
い
忙
し
さ
の
巾
で
丁
を
か
け

ず
に
い
る
の
が
育
成
牛
管
理
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
育
成
に
ち
ょ
っ
と
し
た
手
間

を
か
け
、
増
体
率
を
高
め
る
と
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

例
え
ば

○
初
産
分
娩
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ

れ
、
育
成
牛
経
費
の
削
減
に
つ
な

が
る
。

ｏ
育
成
期
間
短
縮
分
が
搾
乳
期
間
と

な
る
た
め
、
そ
の
矩
縮
期
間
分
に

乳
代
収
入
が
入
る
。

○
初
産
分
娩
ま
で
の
期
間
が
短
い
の

で
、
育
成
牛
確
保
頭
数
が
少
な
く

て
す
み
、
経
費
と
労
力
が
節
約
さ

れ
る
。

○
遺
伝
能
力
が
良
く
発
現
さ
れ
る
の

育
成
管
理
に

注
曰
し
て
み
よ
う

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

で
一
頭
叩
た
り
の
生
産
性
が
向

上
，
す
る
。

な
ど
の
利
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

乳
牛
の
遺
伝
能
力
を
よ
く
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
は
、
骨
格
を
十
分
に
発
達
さ

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

蛋
白
質
の
給
与
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
増
体
し
ま
す
が
、
そ

れ
は
脂
肪
に
し
か
変
化
せ
ず
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
蚕
、
給

与
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
非
分

解
性
蛋
白
と
分
解
性
蛋
口
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
な
ど
、
蛋
口
質
の
分
画
に
注
意

を
払
う
と
よ
り
効
果
的
で
す
（
凶
二
・

育
成
牛
に
体
脂
肪
が
の
り
す
ぎ
る
と
、

乳
腺
細
肪
の
発
達
を
脂
肪
が
防
げ
、
将

来
の
産
乳
量
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
な
け
れ
ば
発
育
し
な
い
の
は

１－、

図１１
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当
然
の
事
で
す
（
凶
二
参
照
〉
。

こ
れ
は
哺
乳
期
間
の
管
理
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、
必
要
以
上
の
哺
乳
期
間
群

と
る
と
、
体
脂
肪
が
の
り
す
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
ス
タ
ー
タ
ー
を
一
藷
。
食
い
込

め
る
哺
乳
牛
は
、
離
乳
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
す
み
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

牛
が
食
い
込
め
る
環
境
に
な
け
れ
ば

栄
養
に
気
を
つ
か
っ
て
も
効
果
は
出
に

く
く
な
り
ま
す
。

離
乳
後
は
一
カ
月
五
～
八
頭
ぐ
ら
い

の
グ
ル
ー
プ
で
飼
い
、
群
へ
の
馴
致
を

行
な
い
、
そ
の
後
は
育
成
牛
の
体
格
と

Ⅱ
的
に
よ
っ
て
、
群
を
分
け
ま
す
。

エ
サ
の
食
い
込
み
を
た
し
か
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
｜
蝋
当
た
り
の
ス
ペ

ー
ス
や
施
設
の
換
気
に
も
配
慮
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

育
成
期
間
中
は
、
適
切
な
管
理
下
で

は
一
日
一
蕊
・
以
上
の
増
体
を
す
る
時

３カ月予報
北海道地方長期予報

日
本
気
象
協
会
北
海
道
支
部

￣￣－－ 

気
象
概
況
冬
型
の
気
圧
配
積
が
長
続

き
せ
ず
、
気
温
の
高
い
日
が
多
い
で
し

ょ
う
。
降
雪
量
は
平
年
花
み
の
兇
込
み

で
す
。

十
一
月
低
気
圧
と
高
気
圧
が
交
互
に

過
り
、
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し

ょ
う
。
太
平
洋
側
で
は
曇
り
や
雨
ま
た

△＝魚淵可￣

期
も
あ
り
ま
す
。

下
痢
や
肺
炎
な
ど
を
お
こ
す
と
、
そ

の
期
間
の
増
体
は
永
遠
に
と
り
戻
せ
凌

ぐ
な
り
ま
す
’
環
境
を
艦
え
、
必
要
な

予
防
接
腫
を
行
な
う
な
ど
、
疾
病
の
矛

防
に
努
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子
牛
の

免
疫
能
力
は
、
分
娩
後
の
初
乳
給
７
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
事
は
、
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

〆可

は
雪
の
Ⅱ
が
平
年
に
比
べ
多
い
で
し
ょ

う
。
気
温
の
高
い
Ｒ
が
多
い
見
込
み
で

す
。
気
温
は
高
い
。
降
水
堂
は
太
平
洋
側

は
多
い
で
す
が
、
そ
の
他
は
平
年
並
、

十
一
一
月
冬
型
の
気
圧
配
置
が
長
続
き

し
な
い
で
し
ょ
う
．
気
圧
の
高
い
日
が

多
い
見
込
み
で
す
。
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気
温
は
高
い
。
降
水
量
は
少
な
い
。

一
月
気
圧
の
谷
が
周
期
的
に
通
り
、

冬
型
の
気
圧
配
置
が
長
続
き
し
な
い
で

し
ょ
う
。
気
温
の
高
い
Ｒ
が
多
い
見
込

み
で
す
。

気
温
は
高
い
。
降
水
量
は
平
年
並
。

鐡鑛夢 _蝋jli鍵鑪蕊
二一＿

i鱗；＝凸：
UＵ 

ｎＵ 

虜彦蕊 ｣鍼|蟻ii鐸露『蟻i鐸謬
＝￣ 

I侭ⅡＩ

蟻=歪妄

一条銭
謹鐸

￣ 

銭
、F１

鷹wii面jｕ

誇尹￣

則
川

月 Ｉ ■Ｕ品１口UＢ２０主 正

Ｈ肺シゴジソゲセニナーェ1１

‐
・
‐
‐
刮
‐
Ⅲ
‐
’
９

夕

｢ｲｪﾊﾟｶﾞ 

口乏旦堕： 駕霧

列鍾： 蕊霞「 塵 摩雪雲!「 鐸蕊

垂重 蕊蕊

_二二藁

I何１

豚

二尹躍

!;露

夢一
侭１W通juI

|： 
ｕざ凸、、１０１ZI4151，20＝２４



lll 

li 

H 

蝿
Ｌ凸凹

川
繍
鱸
臘
獺
蝋
辮

■ 

lillllll 
Ｉ 

霧議蕊
ｂＬがりやのかすみちゃんちょっぴり､はすｽﾞＩ

桜
井
さ
ん
宅
の
か
す
み
ち
ゃ
ん
と
す

み
れ
ち
ゃ
ん
は
、
た
だ
い
ま
一
歳
の
カ

ワ
イ
イ
双
子
の
姉
妹
。

初
対
面
の
私
に
「
こ
ん
に
ち
わ
」
と

ご
機
嫌
良
く
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
妹

の
す
み
れ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
お
姉
ち
ゃ

ん
の
か
す
み
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

Ｆ宮、

共成地区桜井博明･みどりさんご夫妻

かすみちゃん､すみれちゃん(2歳）

は
ず
か
し
そ
う
。
で
も
片
刀
が
遊
び
始

め
る
と
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
ウ
ズ
ウ
ズ
。

そ
の
う
ち
二
人
で
元
気
に
遊
び
だ
し
ま

し
た
。

「
ひ
と
つ
の
物
し
か
な
い
と
、
ケ
ン
カ

が
は
じ
ま
っ
ち
ゃ
う
の
」
と
お
母
さ
ん
．

カ
ワ
イ
イ
ニ
人
も
、
や
ん
ち
ゃ
な
画
を

ど
ん
ど
ん
発
揮
し
て
い
る
よ
う
で
、
こ

れ
に
二
つ
年
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
の
秀
成

く
ん
も
加
わ
り
、
と
っ
て
も
に
ぎ
や
か

な
鯨
Ⅱ
の
よ
う
で
す
。

先
側
の
大
き
な
地
震
も
「
コ
ワ
イ
ー
」

と
い
っ
て
顔
を
し
か
め
て
、
一
朱
懸
命

に
表
現
し
て
く
れ
る
三
人
。
「
あ
っ
地
震

だ
っ
ノ
」
と
驚
か
す
と
、
ピ
ュ
ー
ッ
と

お
父
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
走
っ
て
い
っ
ち

ゃ
う
と
こ
ろ
は
、
本
判
に
カ
ワ
ィ
イ
の

で
す
。

｜
｜
歳
を
過
ぎ
、
ど
ん
ど
ん
言
葉
も
上

達
し
て
く
る
頃
、
今
は
も
っ
ぱ
ら
真
似

っ
７
ｋ
手
で
、
に
ぎ
や
か
さ
も
増
し
そ

う
。
「
健
康
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
の

お
母
さ
ん
の
願
い
も
、
ち
ゃ
ん
と
わ
か

っ
て
い
る
の
か
な
？
名
前
の
通
り
お
花

の
よ
う
な
か
わ
い
い
笑
顔
を
ふ
り
ま
い

て
く
れ
る
、
か
す
み
ち
ゃ
ん
と
す
み
れ

ち
ゃ
ん
。
元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

Ｆ＝ 

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、

あ
れ
っ
７
．
か
す
み
ち
ゃ
ん
ゴ
ロ
ン
し
ち
ゃ
っ
た

地震は二わかったけど元気一杯､すみれちゃん

プグ



卜
月
四
Ⅱ
午
後
十
時
過
ぎ
、
震
度
六

（
後
の
訂
正
）
の
東
方
沖
地
震
が
発
生
し
』

農
協
管
内
に
お
い
て
も
多
大
な
被
害
を

被
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
改
め
て
お
見
舞
い

を
巾
し
上
げ
ま
す
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
一
月
の
釧

路
沖
に
続
い
て
、
想
像
も
し
て
い
な
い

大
地
震
で
し
た
。

台
風
、
水
壽
な
ど
と
、
然
災
窯
の
影

響
の
少
な
い
安
全
地
帯
と
の
思
い
が
強

く
、
普
段
の
備
え
は
万
全
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

我
が
家
と
い
え
ば
、
家
中
お
も
ち
ゃ

箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
嫌
に
な
り
、
ガ

ラ
ス
と
瀬
〃
物
の
カ
ヶ
ラ
、
本
の
山
で

足
の
踏
み
場
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
行
謎
近
く
も
あ
る
ス
ト
ー
ブ
が
動
き
、

水
道
管
が
破
裂
し
て
水
ぴ
た
し
で
、
長

ぐ
つ
を
履
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

非
常
用
電
燈
も
電
池
が
残
り
少
な
く
、

車
の
ラ
イ
ト
で
部
屋
を
明
る
く
し
ま
し

た
。
跡
か
た
づ
け
も
あ
き
ら
め
、
余
震

の
続
く
巾
、
不
安
な
一
夜
を
過
ご
し
ま

し
た
。 幸
年
東
方
沖
地
震
の
おわ
け
な
く
思
一
〕
て
い
ま
す
．

ま
た
水
道
は
十
日
頃
ま
で
数
戸
を
除

き
、
な
ん
と
か
通
水
に
な
り
ま
し
た
。

断
水
地
区
に
お
い
て
は
農
協
の
ス
ラ

リ
ー
卓
、
畑
作
農
家
の
給
水
タ
ン
ク
な

ど
を
借
り
上
げ
て
配
水
に
全
力
を
あ
げ

農
協
は
す
ぐ
さ
ま
営
農
部
を
中
心
と

し
て
停
電
、
断
水
対
策
を
行
な
い
ま
し

た
。
停
電
は
二
十
四
時
間
後
に
は
大
方

が
復
Ⅲ
致
し
ま
し
た
が
、
数
戸
の
酪
農

家
で
最
長
四
十
時
間
を
越
し
て
、
乳
房

炎
な
ど
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
い
、
申
し

r宅 ~、今月のたより..…．
緯試

長曰誌
代表理事組合長

昨とむ坐･Ｉ）In8ョ

友盛行
し

ま
し
た
。

農
協
に
お
い
て
は
非
常
時
対
策
の
終

備
が
万
全
で
な
く
組
合
員
の
侍
様
に

多
く
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
事

を
お
わ
び
巾
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
教
訓
を
牛
か
し
、
非
常
時
対

策
に
備
え
た
い
と
決
意
を
新
に
し
ま
し

・た。地
震
後
、
国
、
道
会
議
員
、
関
係
同

体
な
ど
の
視
察
が
毎
日
の
嫌
に
行
な
わ

れ
、
支
庁
、
町
、
農
業
同
体
と
共
に
私

も
現
地
に
赴
き
説
明
と
対
策
の
要
請
を Li蕊

復
旧
対
策
と
同
時
に

非
常
時
対
策
も
検
討

綜薄

行
な
い
ま
し
た
．
し
か
し
、
今
の
国
の

災
害
基
準
で
は
公
共
施
設
、
道
路
、
河

川
な
ど
の
復
旧
に
は
そ
れ
ぞ
れ
対
策
は

あ
る
よ
う
で
す
が
、
個
人
の
復
旧
対
策

は
融
資
の
適
し
か
な
い
様
で
す
。

農
家
の
施
設
、
機
械
、
住
宅
な
ど
は

投
資
で
な
く
有
利
な
盗
金
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
長
期
で

最
少
の
利
率
に
な
る
よ
う
各
方
而
に
要

請
し
ま
し
た
。

各
種
資
金
が
、
緊
急
災
害
時
と
い
う

こ
と
で
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
町
、
農
協

の
利
ｆ
補
給
を
受
け
な
が
ら
、
災
害
の

規
模
、
種
類
、
金
額
、
条
件
な
ど
を
十

分
検
討
し
て
適
切
な
盗
金
を
選
択
し
て

利
用
し
て
下
さ
い
。

復
川
対
策
と
同
時
に
、
今
後
は
非
常

時
対
策
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
特
に
断

水
と
停
電
対
策
で
す
。
公
的
補
助
に
よ

る
発
電
機
の
配
置
、
給
水
と
受
水
の
整

備
な
ど
を
得
方
面
に
求
め
て
ま
い
り
ま

す
。ガ
ッ
ト
な
ど
の
農
業
状
勢
に
加
え
、

経
営
、
家
計
の
計
画
外
の
出
費
が
強
い

ら
れ
、
今
後
の
農
業
経
営
に
大
き
な
影

響
が
出
る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
と
共
々
、
農
協
も
力
を
合
せ
こ
の
苦

境
を
乗
り
切
っ
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ダダ

鬮
聖’

舅｜
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第
一
Ⅲ
、
中
標
津
町
農
協
婦
人
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
視
察
研
修
が
、
十
月
七
Ｈ
１
十

八
、
の
十
二
日
間
開
催
さ
れ
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
カ
国
を
訪
問
、

酪
農
家
視
察
や
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
肚

界
有
数
の
観
光
地
を
見
学
し
素
晴
ら
し

い
旅
行
を
体
験
し
て
来
ま
し
た
。

｢･ 

L. 

こ

驫
し

け
芯

ら
し
さ
は

り
け
れ
は
わ

こ
の
研
修
は
、
農
業
経
営
を
支
え
る

婦
人
の
方
々
が
国
際
的
に
視
野
を
広
め

ゆ
と
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
農
家
経
営

の
実
現
に
向
け
、
先
進
地
で
の
環
境
や

景
観
に
つ
い
て
学
ぶ
と
共
に
、
民
宿
な

ど
に
よ
り
直
接
外
国
の
生
活
に
ふ
れ
て

も
ら
う
な
ど
、
今
年
か
ら
三
カ
年
継
続

途
中
車
窓
よ
り
、
山
岳
酪
農
を
視
察
。

続
い
て
世
界
一
速
い
と
い
わ
れ
る
Ｔ
Ｇ

Ｖ
（
国
際
列
甫
）
に
て
フ
ラ
ン
ス
・
パ

車
に
て
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
の
観
光
、

添
采
員
一
人
の
計
十
六
人
。

標
津
空
港
を
出
発
、
ロ
ン
ド

し
て
ド
イ
ツ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

郊
の
酪
農
地
、
デ
ッ
ヶ
ン
ド

農
家
を
視
察
し
、
三
泊
の
フ

テ
ィ
を
体
験
。
ス
イ
ス
に
移

氏
を
団
長
と
し
た
Ｉ
四
人
と
職
員
一

で
実
施
さ
れ
る
事
業
。

今
回
参
加
し
た
婦
人
は
、

ら
な
い

／ドイツ、

スイス､フランス

バー、

リアル到ン七職横
登｜フ着を日眞田
山ムで。経に－純
電ス酪近山中人子

第１回中標津町農協
婦人ヨーロッパ視察研修

商
繊
横
田
純
子

人
地
震
の
後
遺
症
に
後
髪
を
ひ
か
れ

な
が
ら
、
や
さ
し
い
父
ち
ゃ
ん
達
に
見

送
ら
れ
て
牛
飼
い
の
嫁
さ
ん
と
母
ち
ゃ

ん
達
は
、
機
上
の
人
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ヘ
移
動
。
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
寺
院
な
ど
を
観
光
し
、
リ
ド

の
シ
ョ
ー
の
夜
を
最
後
に
十
八
Ⅲ
全
員

無
事
に
帰
町
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
全
日
程
晴
天
に

恵
ま
れ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
の
農
村
景

観
の
美
し
さ
が
さ
ら
に
美
し
く
猫
か
れ

感
動
の
場
面
も
多
く
、
思
い
出
多
い
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
参
加
さ
れ
ま
し
た
方
々
か
ら

感
想
文
が
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ミュンヘンでは､さっそくビールで乾杯

グ身



（
空
の
ｋ
は
地
震
が
な
い
よ
ね
）
が
本

音
。
早
く
も
心
は
ス
イ
ス
の
山
の
上
。

尻
の
痛
く
な
る
様
な
十
二
時
間
の
末
、

Ｕ
的
地
に
到
着
。
不
安
な
ド
イ
ツ
の
フ

ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
も
心
温
ま
る
持
て
な
し

に
、
ポ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
交
流
し
、

ス
テ
ィ
先
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
は
涙
の

別
れ
と
な
り
一
路
ス
イ
ス
へ
、
カ
ウ
ベ

ル
の
音
に
Ｕ
覚
め
、
目
も
雌
む
様
な
ア

ル
プ
ス
の
直
射
日
光
に
息
苦
し
さ
を
覚

え
な
が
ら
も
ア
イ
ガ
ー
北
壁
、
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
の
一
一
一
円
葉
で
は
表
わ
せ
な
い

絶
景
に
驚
嘆
の
声
を
あ
げ
、
世
界
一
速

い
列
市
Ｔ
Ｇ
Ｖ
で
花
の
部
パ
リ
ヘ
リ

ド
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ウ
で
や
っ
と
一
息
、

最
後
は
寝
息
。

カ
バ
ン
の
中
は
、
子
供
や
お
父
ち
ゃ

ん
達
へ
の
お
ｔ
産
で
一
杯
に
ふ
く
れ
て
、

帰
り
の
飛
行
機
の
速
い
こ
と
、
あ
っ
と

い
う
問
に
成
田
着
。

第
一
回
の
婦
人
研
修
、
早
い
実
施
に

と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
と
て
も
実
入
り

の
多
い
楽
し
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。

二
年
目
以
後
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

俵
橋
福
嶋
美
恵
子

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
婦
人
研
修
に
参
加
し
て
、

新
乍
田
代
智
子

初
め
て
の
海
外
旅
行
、
Ⅱ
水
脱
出
。

不
安
半
分
、
期
待
半
分
で
十
二
時
間
ち

ょ
っ
と
の
飛
行
機
の
旅
が
始
ま
り
ま
し

た
。ド
イ
ツ
は
、
と
て
も
き
れ
い
な
街
、

少
し
寒
い
季
候
で
し
た
。
お
城
の
．
っ

ノ
ィ
シ
ニ
パ
ン
シ
１
ダ
イ
ン
城
は
何

百
年
も
た
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
中
が
き
れ
い
で
し
た
。

初
め
て
海
外
旅
行
を
体
験
し
ま
し
た
。

始
め
は
不
安
か
あ
り
ま
し
た
が
、
兄
る

所
、
聞
く
事
が
す
べ
て
初
め
て
で
、
楽

し
く
、
素
晴
し
い
旅
行
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
度
行
く
時
は
、
主
人
と
一
緒
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〆弓

俵
橘
三
輪
富
美
江

あ
っ
と
い
う
間
の
十
日
間
で
し
た
。

ど
こ
が
良
か
っ
た
か
と
い
っ
て
、
全
部

良
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
お
城
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は

一
口
で
は
い
い
表
わ
せ
な
い
く
ら
い
素

暗
し
か
っ
た
。

ス
イ
ス
は
天
気
に
恵
ま
れ
て
登
山
電

車
の
眺
め
、
山
頂
の
山
々
の
見
晴
ら
し

さ
は
雄
大
で
、
自
分
が
絵
ハ
ガ
キ
の
中

に
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

ス
イ
ス
は
雪
に
恵
ま
れ
、
ど
こ
を
見

て
も
絵
に
な
り
、
上
ば
か
り
見
と
れ
て

い
る
と
大
変
な
事
に
な
り
ま
す
ョ
。
わ

か
る
か
を
？
。

ス
イ
ス
で
は
、
登
山
電
束
で
登
り
、

｜
｜
｜
山
の
雄
大
さ
、
す
ご
く
き
れ
い
。
あ

と
は
見
た
人
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
？

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

で
、
あ
の
有
名
な
モ
ナ
リ
ザ
、
ミ
ロ
の

ビ
ー
ナ
ス
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
本
物
を

見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ど
の
様
に
表
現
し
て
い
い
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

家
の
人
達
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
旅
行
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
に

は
、
口
分
で
行
っ
て
見
る
事
で
す
ね
。

戸■

開
陽
斉
藤
洋
子

私
の
思
い
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
忘
れ
ら

れ
な
い
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
の
巾

で
一
番
深
く
残
っ
て
い
る
事
は
、
ス
イ

疲
れ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
ョ
。
み

ん
な
も
後
に
続
い
て
来
年
も
行
っ
て
下

さ
い
。

ファームスティ先でのんびりと楽しい朝食
ドイツの農家視察先シモン､バインフーパー農老で

ﾌﾟLjア



ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
で
す
。
電

車
で
識
っ
て
下
を
見
る
風
景
は
、
と
て

も
こ
と
ば
で
い
い
表
わ
せ
な
い
。
写
真

の
中
に
い
る
様
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
暖
か
い
良
い
天
気
に
恵
ま
れ

て
、
婦
人
の
人
達
と
仲
よ
く
な
れ
て
、

親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

本
当
に
楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
（

俵
橋
佐
々
木
美
恵
子

永
年
の
夢
が
か
な
っ
て
の
ス
イ
ス
の

旅
。へ
士
守
で
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
裏
切

る
こ
と
な
く
、
い
え
、
そ
れ
以
上
の
感
動

を
与
え
て
く
れ
て
、
た
だ
た
だ
日
を
見

俵
橋
福
嶋
キ
ヨ
エ

ョ
ー
ロ
ヅ
パ
研
修
に
参
加
す
る
に
あ

た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
不
安
な
事
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
食
べ
物
に
関
し

て
は
、
好
き
嫌
い
の
な
い
私
は
全
く
何

の
不
安
も
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
写
真
に
撮
っ
て
お
き
た
い
様

な
、
見
た
甘
の
美
し
い
食
事
も
、
と
て

も
口
に
あ
わ
な
く
旅
行
で
一
番
困
っ
た

事
で
し
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス

の
風
景
は
「
絵
に
も
書
け
な
い
美
し
さ
」

開
陽
井
上
順
子

ヤ
ッ
タ
ー
ノ

｜
生
縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
海
外

旅
行
を
体
験
で
き
た
。

行
く
先
々
、
珍
道
中
と
ま
で
は
い
か

な
い
が
、
買
物
を
す
る
た
び
に
頭
を
フ

ル
回
転
さ
せ
、
英
語
の
蝋
語
と
日
本
語

を
ま
ぜ
た
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
通
じ
た
感

激
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ま
た
の
機
会
を
期
待
す
る
虫
が
顔
を

川
す
か
も
…
。

張
る
ば
か
り
の
時
の
流
れ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
素
敵
な
時
間
を
与
え
て
く
れ

た
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
ま
た
訪
れ
た
い
！

`～ 
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と
は
こ
の
事
と
思
う
ほ
ど
に
美
し
く
、

地
震
の
後
の
大
変
な
時
、
長
い
旅
行
に

出
し
て
く
れ
た
家
族
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
二
日
間
、
ど
ん

な
時
に
も
い
や
な
顔
一
つ
せ
ず
、
ニ
コ

ニ
コ
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
添
乗
員
の

方
々
に
あ
り
が
と
う
を
い
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
人
変
お
阯
話
に
な
り
ま
し
た
。

俵
橋
三
友
由
美
子

大
地
震
の
混
乱
の
中
、
家
族
の
理
解

を
得
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
旅
行
が
実
現

さ
れ
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
今

今
度
の
旅
で
最
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
ド
イ
ツ
で
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
パ
ス
で
二
時
間
程
の

小
さ
な
村
で
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
お
じ
い
さ

ん
が
六
頭
の
牛
の
世
話
〈
二
頭
搾
乳
）
を

屡一

し
て
、
お
ば
あ
さ
ん
が
そ
の
牛
乳
を
バ

タ
ー
な
ど
に
加
工
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
近
く
の
町
に
お
勤
め
、

お
母
さ
ん
は
家
事
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

お
枇
話
と
い
う
役
割
の
よ
う
で
し
た
。

ご
家
族
の
方
、
そ
れ
ぞ
れ
が
私
達
の

滞
在
を
楽
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
た

め
に
気
を
つ
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
語
し
か
解
ら
な
い
家
族
で
し

た
が
、
最
後
に
は
記
念
写
真
を
撮
り
、

肩
を
抱
き
合
っ
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

滞
在
中
に
感
じ
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
の
流
れ
に
〃
豊
か
さ
“
を
感
じ

ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
の
眼
に
光
る
涙

と
大
き
な
肩
を
思
い
出
し
、
い
つ
の
Ｒ

か
再
び
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〆諺



六
年
産
川
作
物
生
産
者
価
格
が
．
人

亘
、
て
ん
菜
、
馬
鈴
し
よ
、
カ
ン
シ
ョ

の
四
品
目
と
も
据
え
置
き
で
決
着
し
た

こ
と
は
、
《
連
の
農
畜
産
物
政
策
価
格

決
定
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
、
国
内

農
業
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
農
業

合
意
受
け
入
れ
で
、
来
年
度
か
ら
「
総

自
由
化
」
を
迫
ら
れ
、
国
際
化
の
荒
波

が
待
ち
受
け
る
。
当
面
は
高
関
税
が
維

持
さ
れ
る
も
の
の
生
産
現
場
で
は
底

な
し
の
価
格
競
争
へ
の
不
安
が
渦
巻
い

て
い
る
。

し
か
し
「
表
面
上
」
能
産
着
価
格
は

据
え
置
き
だ
が
、
で
ん
粉
や
て
ん
菜
糖

の
買
入
れ
基
準
価
格
の
引
き
下
げ
と
を

っ
て
お
り
、
て
ん
菜
糖
、
で
ん
粉
な
ど

へ
一
層
の
生
産
、
加
工
、
販
売
に
厳
し

い
努
力
を
求
め
る
形
と
な
り
、
生
塵
サ

イ
ド
に
大
き
な
不
満
を
残
し
た
。

｜
て
ん
菜
で
は
、
基
準
糖
分
ゾ
ー
ン
引

き
上
げ
問
題
に
つ
い
て
、
今
年
産
の
低

糖
分
予
想
に
配
慮
し
現
行
（
六
・
六

－
’
六
・
几
％
）
を
維
持
す
る
こ
と
で

決
着
し
た
。
根
巾
糖
分
は
二
年
か
ら
一

七
・
六
％
以
上
を
記
録
す
る
な
ど
高
い

水
準
に
あ
り
、
農
水
省
が
強
く
実
態
に

即
し
た
見
直
し
の
意
向
を
示
し
て
い
た

も
の
の
、
道
内
か
ら
の
要
請
運
動
で
現

状
維
持
を
盛
り
込
み
、
原
料
糖
対
策
か

ら
形
を
変
え
た
五
年
産
か
ら
三
カ
年
メ

ド
の
高
能
率
計
画
生
産
推
進
費
…
亥
当
り

百
九
十
円
を
現
行
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
た
（

総
自
由
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
加
工
、

販
売
分
野
に
厳
し
く
合
理
化
努
力
を
迫

っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
、
買
入
れ
価
格

は
て
ん
菜
糖
一
一
一
・
三
％
（
ト
ン
当
り
六
千

九
十
八
Ⅱ
）
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
二
・
五

％
（
ト
ン
当
り
三
千
几
百
四
Ⅲ
）
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
て
ん
菜
糖
、
で
ん
粉
工
場

な
ど
へ
の
一
層
の
合
理
化
努
力
を
迫
る

こ
と
に
な
り
、
間
接
的
に
は
生
産
者
価

格
に
も
影
響
し
、
内
外
価
格
差
縮
小
の

足
か
せ
を
は
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
。

練、

６年産畑作物の決定価格関係分掲載 ▲はマイナス

畑作物品目 ６年産 ５年産 対前年比

最低生産者価格 17,310円 17,310円 柵え置き

てん菜高能率て 耐P電
190円 1901匹 据え置き

計画生産推進曹

生産省価格計 17,500円 17,500111 据え置きん

１６．６～ '６－６～ 
てん菜基準糖分率 据え祷き

16.9％ １６９９〔，菜

てん菜糖の事業団
177.963円・ｔ 184,06]11」 ▲３．３０ｔ 

買入価格

原料・基準（ilH終 ]4.410円 '4.410111 鵬え髄き崖
DLLも｣

鈴
馬鈴薯澱粉買人価格 11..3201Ⅱ 117.224111 ▲２．５０m 

幕
(ｌ袋当り】 (2.8581Ⅱ） (2,930.6円） (▲72.6円）

i殿粉蕊準歩留 1６．５９， 16.5％ MIIえ置き

ズグ

畑作物品目 ６年産 ５年産 対前年比

てん菜
最低鑓産者価格

てん菜高能

計画fiE塵推進費

上I言産者価格巖
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貢入価格
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l901Il 
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去
る
九
月
一
一
十
ｎ
か
ら
君
十
四
Ⅱ
に

か
け
役
員
視
察
研
修
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
、
東
北
を
中
心
に
一

生
活
購
阪
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て

あ
ま
み
め

い
る
鹿
南
農
協
（
秋
川
県
）
、
新
余
目
農

協
（
山
形
県
）
と
、
乳
製
品
・
畜
産
加

工
施
設
と
し
て
、
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー

（
宮
城
県
）
、
仙
南
農
産
加
工
連
の
四
カ

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

初
め
に
「
Ｊ
Ａ
か
づ
の
」
で
す
が
、

十
一
の
農
協
が
合
併
し
て
出
来
た
農
協

で
、
組
合
員
数
正
準
合
わ
せ
て
約
五
千

人
、
米
を
基
幹
産
業
と
し
て
、
畜
産
、

果
樹
、
近
年
は
野
菜
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
．
事
業
の
概
要
で
す
が
、
販
売
高

が
八
十
一
億
Ⅲ
、
そ
の
う
ち
米
侃
一
一
％
、

青
果
二
五
％
、
畜
産
二
一
一
一
％
を
そ
れ
ぞ

れ
占
め
て
い
ま
す
．
購
買
品
供
給
高
九

百
八
十
三
億
川
で
す
が
、
と
り
わ
け
生

活
関
連
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、

生
活
店
舗
、
衣
料
店
舗
、
ギ
フ
ト
店
舗
、

生
産
資
材
店
舗
と
、
Ｊ
Ａ
会
館
に
は
六

百
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
も
併
設
し
て
、

地
域
の
生
活
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
駐
車

広
域
的
、
多
面
的
な
購
販
事
業
を
展
開

場
を
．
の
字
の
よ
う
に
取
り
囲
ん
で
配

置
さ
れ
、
こ
こ
に
米
れ
ば
、
生
活
関
連

の
あ
ら
ゆ
る
品
物
が
揃
う
よ
う
に
な
っ

っ
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
会
館
を
〃
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
か
づ
の
”
と
呼
称
し
、
地
域

の
そ
し
て
組
什
員
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

い
ま
す
。

大
ホ
ー
ル
の
利
用
は
、
年
間
八
１
組

川
鰄
〃

察 修
■■■■ 

視 研役ｆＥｑ、 貝

糸 の、

約し鵜美智失
の
結
婚
式
の
利
用
が
あ
り
、
ま
た
、
葬

祭
も
行
な
わ
れ
る
の
で
休
み
な
し
の
状

態
だ
そ
う
で
す
。
組
合
員
は
二
極
兼
業

農
家
が
多
く
、
農
外
収
入
を
農
協
の
生

活
関
述
施
設
で
使
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
と
の
一
筆
で
し
た
。
た
だ
衣
料

砧
部
門
は
、
在
庫
が
多
く
赤
字
だ
そ
う

で
す
が
、
婦
人
部
か
ら
の
要
望
が
あ
り

価
揃
え
を
工
夫
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。

｢￣ 

新
設
移
転
し
、
そ
の
時
、
地
下
デ
ー
タ

を
活
用
し
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
温
泉
を

掘
り
当
て
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
満
用
も
含
め
、
二
年
の

検
討
期
間
を
設
け
、
現
在
の
構
想
が
出

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
関
連
施
設

ぼ
ん
て
ん

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募
集
し
〃
梵
天
”
と

し
た
と
の
事
。
梵
天
の
事
業
内
葬
は
、

会
場
（
人
ホ
ー
ル
）
部
門
、
保
養
（
温

←
泉
）
部
門
、
プ
ー
ル
部
門
、
食
堂
喫
茶

訪
王
ら
、

次
に
新
余
Ｒ
ｎ
農
協
で
す

が
、
ま
ず
驚
か
さ
れ
た
の

が
事
務
所
で
し
た
。
三
階

建
て
の
上
に
お
城
の
天
守

閣
を
の
せ
た
、
一
見
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
な
感
じ
を
受
け

ま
し
た
が
、
ア
ピ
ー
ル
度

は
抜
群
で
し
た
。
余
目
町

は
庄
内
平
野
の
ま
ん
中
に

位
置
し
、
米
を
中
心
に
、

畜
産
、
園
董
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
も
囚
農
協
が
合
併
し

て
お
り
、
町
中
の
す
ぐ
近

く
に
も
う
｜
農
協
が
あ
り

ま
す
。

以
前
の
生
荊
店
舗
が
手

狭
に
な
り
、
現
在
地
に
、

ﾌﾟガ



部
門
、
Ａ
コ
ー
プ
部
門
の
五
つ
の
部
門

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
採
算
制
を
取

っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
数
．
、
千
五
百
人

で
す
が
、
「
梵
天
」
の
入
館
巷
数
が
百
三

十
万
人
と
の
事
で
し
た
。
大
ホ
ー
ル
の

利
用
率
も
近
Ｃ
％
あ
り
、
プ
ー
ル
も
子

供
達
を
中
心
と
し
た
会
員
制
で
、
送
迎

す
る
母
親
達
に
Ａ
コ
ー
プ
を
利
用
し
て

も
ら
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
相

乗
効
果
で
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
工
夫

を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
コ
ー
プ
は

岻
間
と
の
共
同
店
舗
で
、
地
元
の
Ｉ
入

府
が
入
居
し
て
い
ま
し
た
。

以
上
、
二
農
協
と
も
、
生
活
関
連
施
設

の
充
実
を
図
０
、
（
組
合
員
は
一
元
よ
り
）

準
組
合
員
に
焦
点
を
あ
て
た
広
域
的
か

つ
多
角
的
な
購
販
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
し
た
。

次
に
、
蔵
疋
酪
農
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、

こ
こ
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
普
及

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人

で
す
。
チ
ー
ズ
専
門
の
工
場
で
す
が
、

一
昨
年
よ
り
飲
用
乳
、
昨
年
よ
り
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
施
設
は
、
事
務
所
兼
売
店
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
、
チ
ー
ズ
工
場
が
あ

り
、
牧
場
も
併
設
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

工
場
は
祭
日
の
た
め
、
操
業
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を

主
に
、
月
に
一
一
一
１
…
シ
生
産
し
、
仙
台
市

内
、
関
東
方
面
に
川
荷
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
チ
ー
ズ
を
製
造
し

て
い
る
な
か
で
、
変
わ
っ
た
製
品
と
し

Ｐ、

て
、
ホ
エ
ー
を
原
料
と
し
た
チ
ー
ズ
ド

リ
ン
ク
が
あ
り
、
そ
れ
を
試
飲
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
か
す
か
に
チ
ー
ズ
の

風
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
甘
味
が
強
く
、

常
飲
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
気
が

鈩可
－ｍ 

じはかのなしＦ１説い強を力者ヒモ亮ハた工工ので欧〈し
た、ら力気組た信明うぐ簡以をのつツしムそ販連鎧たし用なま
視人の仁が識゜にを事感単｜ｚし′'５のト、をう莞を後めた￥Ｌつし
察材時よしの満さでじに、ての，Ｉ１ｌｌｌＴｂ：’１１でま祝仁かがもてた
での代るま活ちれすた報凹い声ロに接心すで察同観ミー米･
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性いすん決れののはが施し映設し消協リｌｌＵｌＩ生仙てうか事、
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ダフ



’ 

９月26日より29日にかけて、静岡県函南東

部農業協同組合と群馬県あがつま農業協同組

合の視察研修を行ない、また、新しい企画と

して昨年度より行なっている、新規市場開拓

として神奈川県藤沢農業協同組合を訪れ、地

元酪農家と交流を深めました。

新規開拓
に確信

係宅日

乳牛改良Ｉ剛志会

会長；単正原正
農
家
と
し
て
数
多
く
の
共
鳴
す
る
考
え

が
あ
り
、
力
強
い
気
持
ち
が
湧
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
日
の
酪
農
家
へ
の
視
察

で
は
、
都
市
型
酪
農
の
課
題
で
あ
る
周

辺
環
境
と
の
共
存
や
、
狭
い
農
地
を
如

何
に
効
率
的
に
活
用
し
、
生
産
性
を
高

め
る
か
に
つ
い
て
、
各
酪
農
家
そ
れ
ぞ

ＪＡあがつま･中原牧場､中標津からの導入牛を皆んなで見る

函
南
東
部
農

業
協
同
組
合
の

視
察
研
修
で
は

地
元
の
若
い
酪

農
家
三
十
人
程

で
企
画
し
た
、

「
酪
農
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の

企
両
反
宥
会
議

に
同
席
さ
せ
て

も
ら
い
、
同
企

画
の
趣
旨
や
内

容
に
つ
い
て
説

明
を
し
て
頂
き
、

地
元
酪
農
家
の

酪
農
に
対
す
る

姿
勢
や
今
後
の

課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行

な
い
、
同
じ
酷

f宍

れ
創
意
工
夫
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

輸
入
港
が
近
く
に
あ
る
た
め
乾
牧
草
を

共
同
で
低
価
格
に
て
購
入
す
る
な
ど
、

地
域
の
利
点
を
大
い
に
活
用
し
た
経
営

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
の
高
温
気
象

に
は
そ
れ
ぞ
れ
頭
を
悩
ま
し
、
乳
用
牛

の
体
温
を
ｒ
げ
る
た
め
、
牛
舎
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
て

い
て
も
、
肺
Ⅱ
一
－
二
頭
が
疾
病
、
ま

た
は
死
亡
す
る
と
い
う
状
態
で
近
年

に
な
く
精
神
的
に
も
営
農
的
に
も
大
変

な
年
で
あ
っ
た
と
、
し
み
じ
み
話
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
乳
用
牛
に
つ

い
て
は
中
標
津
町
か
ら
の
導
入
牛
は
、

他
の
地
区
か
ら
の
導
入
牛
よ
り
全
般
的

に
産
乳
も
順
調
で
、
各
酪
農
家
か
ら
の

評
判
も
良
く
、
今
後
、
導
入
を
定
期
的

に
考
え
て
い
る
酪
農
家
も
あ
り
、
さ
ら

な
る
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

次
の
祝
祭
先
で
あ
る
神
奈
川
県
藤
沢
農

業
協
同
組
合
へ
と
向
か
い
ま
し
た
．

神
奈
川
県
藤
沢
農
業
協
同
組
合
は
、

今
回
視
察
す
る
の
は
初
め
て
で
、
梢
流

巾
場
開
拓
を
重
点
に
訪
れ
ま
し
た
。

酪
農
家
戸
数
は
少
な
い
が
、
近
年
若

い
酪
農
家
が
杵
干
で
あ
る
が
増
え
て
き

て
お
り
、
酪
農
に
対
す
る
取
り
組
み
も

グ‘



＃し農道卵当熱
ままによド多初心
たし対’）植考で
、たす積やえあ
ア･る極後てり
パ前的継い、
１同に牛た孔
卜き導対よ用
なな人策ｌ）牛
ど姿すと（よの
の勢るし良飼
取かなてく譲
り感ど、、管
壌じ゛北受、』
し取酪海精も

出
る
な
ど
、
稜
極
的
に
意
見
交
換
が
行

な
わ
れ
、
最
後
に
地
元
農
協
よ
り
導
入

の
話
が
で
て
き
て
、
大
変
有
意
義
な
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
新
規
消
流
市
場
開
拓
先
と
選

で
出
る
、
占
貴
を
受

入
れ
、
ほ
ぐ
し
て
敷

藁
な
ど
に
利
用
す
る

な
ど
都
市
型
酪
農
な

ら
で
の
丁
夫
も
さ
れ

て
お
り
、
感
銘
を
一
党

け
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

北
海
道
の
酪
農
家
と

の
交
流
は
余
り
進
ん

で
な
く
、
交
流
会
で

は
デ
ー
リ
ー
マ
ン
な

ど
の
関
係
雑
誌
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
、
北

海
道
中
標
津
町
農
協

Ⅲ
志
会
が
訪
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、

地
元
よ
り
二
十
人
の

酪
農
家
の
方
々
が
参

加
さ
れ
て
訪
問
し
た

各
会
員
に
、
飼
養
管

理
や
乳
牛
管
理
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
が

１日晒し

ん
だ
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
と
確
信
し

て
、
次
の
日
程
で
あ
る
追
跡
調
査
光
の

群
馬
県
あ
が
つ
ま
農
業
協
同
組
合
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

群
馬
県
あ
が
つ
ま
農
業
協
同
組
合
と

Ｐ＄ 

の
交
流
は
長
く
、
地
元
農
協
は
も
と
よ

り
酪
農
家
よ
り
大
変
な
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。

追
跡
調
査
で
は
、
各
会
員
の
販
売
乳

川
牛
か
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
飼
養
管
理

さ
れ
、
産
乳
成
績
が
順
調
か
ど
う
か
に

つ
い
て
軍
点
を
置
い
て
視
察
し
、
各
乳

Ⅲ
牛
そ
れ
ぞ
れ
順
調
な
成
績
を
収
め
て

お
り
、
ひ
と
安
心
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
は
余
談
で
は
あ
り
ま
す

が
、
訪
川
光
の
酪
農
家
で
今
川
参
加

し
た
会
員
と
高
校
卒
業
以
来
の
劇
的
な

再
会
が
あ
り
、
あ
が
つ
ま
農
脇
と
中
標

津
川
農
協
の
縁
の
深
さ
を
感
じ
、
今
後

も
更
な
る
信
頼
関
係
を
続
け
て
行
く
こ

と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。

今
呵
の
祝
祭
研
修
で
は
、
当
同
志
会

は
も
と
よ
り
農
協
な
ら
び
に
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
、
中
標
津
町
の
酪
農

を
益
々
発
展
さ
せ
、
他
府
県
の
期
待
に

応
え
る
乳
用
牛
づ
く
り
を
行
な
う
こ
と

を
再
確
認
を
し
た
、
視
察
研
修
で
あ
っ

た
と
い
え
る
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

〆夕



九
月
末
に
お
け
る
農
協
の
財
務
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
貸
付
金
昨
年
同
期
に
比
べ
、
組
勘

を
除
く
貸
付
金
で
一
億
円
の
増
加
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
部
分
は
、

農
林
漁
業
資
金
長
期
資
金
で
す
。

①
ク
ミ
ヵ
ン
九
月
末
の
状
況
は
、
乳

化
の
減
少
、
家
畜
個
体
価
格
の
低
迷

な
ど
で
前
年
同
期
に
比
べ
、
畜
産
収

入
で
二
億
六
千
九
百
万
円
の
減
少
に

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
支
出
で
は
、

前
年
同
期
に
比
べ
八
下
百
五
十
〃
円

の
減
少
で
推
移
し
、
家
計
費
の
増
加

な
ど
も
あ
り
、
借
方
残
、
貸
方
残
と
も

に
大
砺
悪
化
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

賞
越
残
に
つ
い
て
は
昨
年
よ
り
約
一

億
円
の
増
加
、
頂
り
残
は
一
億
一
千

万
円
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
貯
金
昨
年
同
期
に
比
べ
、
二
億
一
一
一

千
九
百
万
円
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
五
年
度
の
伸
率
に
対
し
人
幅
に

農
協
の
‐
財
辮

一

減
少
し
て
お
り
、
計
画
達
成
に
苦
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

①
販
売
事
業
乳
代
の
減
少
、
個
体
価

格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
同
期

に
比
べ
一
億
一
一
一
Ｔ
』
へ
百
万
円
の
減
少

に
な
っ
て
お
り
、
下
期
の
事
業
展
開

に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

①
購
買
事
業
昨
年
に
引
き
続
き
景
気

の
低
迷
に
よ
り
、
生
産
資
材
、
生
活

店
舗
と
も
苦
し
い
事
業
展
開
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
上
期
の
取
扱
い
高
は
、

生
産
資
材
で
一
億
四
千
二
百
万
円
、

生
産
店
舗
で
五
千
百
万
円
の
減
少
に

な
っ
て
い
ま
す
。
下
期
に
向
け
積
楡

的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

縁■、 状
況
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開
催
日
時
平
成
六
年
卜
月
十
二
日

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
中
会
議
索

〈
議
案
〉

『
信
用
事
業
方
法
書
の
改
正
に
つ
い

て

「
、
組
合
員
資
格
の
変
更
に
つ
い
て

三
、
肉
牛
セ
ン
タ
ー
の
固
定
資
産
取
得

に
つ
い
て

以
上
、
三
議
案
原
案
通
り
決
定
し
ま

し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
第
十
八
回
根
室
管
内
農
業
賞
授
賞

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

二
、
ケ
フ
ィ
ア
ミ
ル
ク
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
つ
い
て

二
、
農
業
・
農
村
政
策
確
立
緊
急
全
道

総
決
起
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

四
、
東
方
沖
地
震
の
被
害
状
況
及
び
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
畑
作
二
品
要
請
連
動
に
つ
い
て

遅
鬘
陰

第
九
回
理
事
会 の
瞳
廻
一

開
催
ｎ
時
平
成
六
年
Ｉ
月
二
十
七
日

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
巾
会
議
室

〈
議
案
〉

『
東
方
沖
地
震
災
害
復
旧
資
金
の
新

設
に
つ
い
て

二
、
東
方
沖
地
震
に
係
る
災
害
復
旧
笈

金
利
十
補
給
交
付
要
領
に
つ
い
て

以
上
、
二
議
案
原
案
通
り
決
定
し
ま

し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

．
、
東
方
沖
地
震
被
害
調
査
に
つ
い
て

一
一
、
來
刀
沖
地
震
に
係
る
建
物
更
生
共

済
金
請
求
に
つ
い
て

三
、
抗
菌
性
物
質
汚
染
乳
事
故
の
発
生

に
つ
い
て

第
十
回
理
事
会

￣■ 

－－－ 

'''１１lIiiiliillilliiiiiiiiiliii1liiiliiIiiilillli1 

北
海
道
農
業
の
元
気
の
源
は
、
農
業

に
か
か
わ
る
人
々
の
情
熱
で
す
。

そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
夢
や
希
増

が
農
業
に
そ
そ
が
れ
る
こ
と
で
、
農
業

は
も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
な
る
と
私
た

ち
は
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
ホ
ク
レ
ン
で
は
、
二
十
一

世
紀
の
農
業
を
も
っ
と
元
気
で
身
近

で
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
も
の
に
し

よ
う
と
「
ホ
ク
レ
ン
夢
入
賞
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

自
ら
が
農
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
、
農

業
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
技
術
や
研

究
、
そ
し
て
農
業
に
大
い
な
る
期
待
を

込
め
て
応
援
し
て
く
れ
る
人
な
ど
、
多

く
の
人
が
北
海
道
農
業
を
支
え
て
い
ま

す
。こ
う
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
農
業
に

か
か
わ
る
人
、
団
体
な
ど
に
こ
の
賞
を

病?Ｉ

ﾎｸﾚﾆｸ夢大賞

贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ⅱ
項
の
活
動

や
研
究
の
成
果
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
．

こ
の
う
ち
「
農
業
者
部
門
」
で
は
、

農
業
者
自
ら
の
創
意
Ｔ
夫
に
よ
る
農
業

生
産
を
は
じ
め
、
流
通
加
工
、
農
村
文

化
活
動
な
ど
様
々
な
新
し
い
活
動
が
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
あ
た
え
、
農
業
・
農
村
の
扣
い
手
に

「
夢
と
希
望
」
を
あ
た
え
る
先
導
的
な

活
動
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
外
に
も
「
研
究
普
及
部
門
」
「
農
業

応
援
郁
門
」
が
あ
り
大
賞
に
は
而
刀
川
、

優
秀
賞
三
十
万
川
の
賞
金
が
贈
ら
れ
ま

す
。応
募
締
切
り
は
平
成
六
年
Ｉ
一
月
三

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
組
雛
広
報
係
へ
お
問

い
谷
わ
せ
下
さ
い
。 大言には

賞金100万円

<罠業者。研究普及・
農業応援〉の３部門

-2ワプ



冬
に
そ
な
え
て
漬
け
も
の
を
作
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
添
加
物
や
人
工
Ⅱ

味
科
な
ど
を
使
わ
な
い
で
、
向
然
な
色

あ
い
と
自
然
な
味
の
お
い
し
い
漬
け

も
の
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
家
で
漬
け
る
と
旅
回
味
が

違
う
、
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
い

つ
も
同
じ
味
に
仕
上
が
る
よ
う
に
、
原

料
・
材
料
の
種
類
と
分
量
を
正
確
に
計

量
し
、
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

（
図
版
①
）

◆
だ
い
こ
ん
を
使
っ
た
漬
け
も
の

厚臼、
ワ

壜」Uii-fL-／／ 、 （ 〔＿

こい
ら

ｴ 

ｲ包帯
北根室地区農業改良普及所

<たくあん漬けの手順＞

の

I今鍵
－－－ 

「
た
く
あ
ん
漬
け

〈
材
料
二
斗
樽
一
本
分
ご

・
大
根
三
十
本

塩
二
灘
。
（
大
根
の
七
％
）

米
糠
四
・
五
零
。

・
ザ
ラ
メ
六
百
》
罰
（
好
み
で
）

狸

今
塩
ぬ
か
料

くたくあん漬けのと塩の分量表＞（１斗陣 ｢180〕ｌ水分

FE=、 噸 糠（ぬか］食べる１１卿Ⅲ２５～30本乾燥期1冊 獺tllIl§のほしいllJI

には、ザラメを
３力′プ程使い
好みでｌｉｌｆがらし

だし比nJなどを
入れる月

５－６ｑｂ 
【4ｶﾘﾌ１

７Ub 
I1Rカップ雪１25-30本１－月、 ７－ＢＬ 

(鈎鯛,Ｉ。Ⅱ:！?ﾌﾟ，25-30本４－６J］ Ｍ～ｌｉＴｉ 

農
水
省
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
十
勝
牧

場
堆
産
の
有
償
譲
渡
馬
一
頭
が
、
巾
標

津
町
農
協
に
割
り
当
て
ら
れ
、
十
月
二

十
四
、
農
協
人
会
議
室
で
抽
選
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
選
会
に
は
希
望
者
一
一
一
人
が
集
ま
り
、

み
ご
と
上
原
徳
係
氏
、
（
洲
日
は
奥
さ
ん

の
繩
了
さ
ん
が
抽
選
）
が
当
選
い
た
し

ま
し
た
。

今
Ⅲ
譲
渡
さ
れ
た
馬
は
、
プ
ル
ト
ン

種
の
潟
名
「
毫
砲
」
で
昭
和
六
十
年
一
一
一

Ⅱ
二
十
二
Ⅱ
能
の
雌
。
父
紡
翠
、
母
毛

流
の
血
統
的
に
も
優
れ
た
馬
で
す
。

２
 

国
有
馬
の
払
い
下
げ

〃

み
―
―
と
上
原
さ
ん
射
止
め
る

食べる１１刑U］ 25～3()水 乾燥期'１}I 蝋 1M博（ぬか）

ニニー３）I 25-3()本 ～８１］ 
５－６９， 
<４カップ）

7０１６ 
(15カップ）

４－６；］ 25-30本 １４～Ｌ５Ｉ： 《§:!；Hfl衿）
５０。

(]Ｏカップ）



〈
作
り
方
〉

①
よ
く
干
し
た
人
根
を
も
ん
で
柔
ら
か

く
す
る
。

②
米
糠
に
塩
・
ザ
ラ
メ
を
加
え
混
ぜ
合

わ
せ
る
。

③
樽
底
に
一
一
に
ぎ
り
位
の
②
を
ま
い
て

お
き
、
干
し
大
根
を
樽
の
形
に
曲
げ
な

が
ら
、
す
き
間
の
な
い
よ
う
に
き
っ
ち

り
詰
め
、
こ
ん
ぶ
や
赤
唐
が
ら
し
を
散

ら
し
、
②
を
一
ｍ
の
厚
さ
に
入
れ
る
。

④
③
を
く
り
返
し
、
｜
番
上
に
②
を
た

っ
ぷ
り
か
け
、
押
し
ぷ
た
を
し
て
一
晩

お
く
。

⑤
材
料
の
重
さ
の
一
・
五
倍
の
重
石
を

の
せ
、
｜
週
間
位
で
水
を
上
げ
る
。

⑥
重
石
を
少
し
蝿
く
し
て
、
押
し
ぷ
た

の
表
而
が
水
に
浸
る
程
度
に
上
っ
た
水

を
少
し
す
て
る
。

二
、
く
っ
た
ら
漬
け

〈
材
料
〉

、
入
帳
（
干
し
て
皮
を
む
い
て
）

｜｜キロ

・
塩
八
十
弩
（
四
＄
）

砂
鱗
八
１
樫

こ
う
じ
一
一
百
琴

〈
作
り
方
〉

①
肉
質
の
軟
ら
か
い
大
根
を
洗
い
、
三

日
位
ｒ
し
て
か
ら
皮
を
む
く
。
太
い
も

の
は
縦
己
つ
割
り
に
。

②
塩
は
上
に
振
る
分
を
少
し
取
り
分
け

て
お
き
、
残
り
の
塩
、
砂
糖
、
こ
う
じ

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
器
の
底
に
②
を
振
り
こ
み
、
大
根
と

交
互
に
つ
け
、
最
後
に
取
り
分
け
て
お

い
た
先
の
塩
を
振
る
。

④
二
・
五
藷
。
く
ら
い
の
重
し
を
し
て
一
一

週
間
く
ら
い
か
ら
食
べ
ら
れ
る
。

三
、
割
り
干
し
大
根
の
は
り
は
り
漬
け

〈
材
料
〉

・
大
根
一
一
本

合
わ
せ
調
味
料

酢
・
水
・
酒
三
百
七
十
“

し
ょ
う
ゆ
百
㎡
十
“

砂
糖

赤
と
う
が
ら
し
二
本

〈作叩私刑ごま四十零
①
大
根
は
葉
を
落
と
し
、
よ
く
洗
っ
て

皮
ご
と
縦
に
四
つ
割
り
に
し
、
根
元
を

離
さ
な
い
よ
う
に
さ
ら
に
二
つ
に
深
く

切
り
込
み
、
物
干
し
器
な
ど
で
一
週
間

干
す
。

②
か
ら
か
ら
に
乾
い
た
ら
ぬ
る
ま
湯
に

四
～
五
分
つ
け
て
も
ど
し
、
水
け
を
絞

っ
て
細
か
く
切
り
、
ボ
ウ
ル
に
入
れ
る
。

③
小
鍋
に
酒
を
煮
立
て
、
そ
の
他
の
合

拝、

<割り干し大根のつくり方＞

わ
せ
調
味
料
の
材
料
と
赤
と
う
が
ら
し

を
ひ
と
煮
し
、
ご
ま
と
と
も
に
②
に
加

え
て
漬
け
込
む
。

④
保
存
瓶
に
入
れ
て
冷
晴
所
に
置
く
。

四
円
目
位
か
ら
食
べ
ら
れ
、
二
カ
月
は

も
つ
。

② 

今＝了＝‐
１
０
１
１
１
０
■
・
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ー
Ⅱ
Ⅱ
０
Ｄ
Ｂ
Ｉ
０
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

釘

拝､

蕊

毎
年
恒
例
に
げ
な
っ
て
お
り
ま
す
一

日
皆
貯
金
が
十
月
十
几
Ⅱ
～
二
十
八
円

ま
で
の
九
日
間
、
組
合
員
皆
様
及
び
町

内
得
ご
家
庭
を
訪
問
し
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
農
業
情
勢
、
経
済
状
況

の
厳
し
さ
に
加
え
、
東
〃
沖
地
震
の
混

乱
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
Ｈ

標
額
八
千
万
円
に
対
し
実
績
で
八
下
九

’
四
万
一
千
円
と
、
Ⅱ
標
を
上
廻
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合
員
皆
様

の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
近
日
１
に
抽
選

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み

に
お
待
ち
下
さ
い
。

巨
標
額
を
達
成

？
｜
日
皆
貯
金
６

輿グ



:墓-11'ず

Ⅱ 

開陽台からの里帰り 開陽台育成牧場下牧

後口､、
６月中曰から約４カ月、広々した開陽台の琶

成牧場に放牧されていた乳牛約770頭の下牧か、

１０月20、２１曰、同牧場で行なわれましだ。

朝早くパドックに集められだ牛だちは、八枚

当時から見ると1回りも２回りも大きくなり、

係員にネック番号をチェッフされ、体重測定を

行ない、畜主の出迎え7Ｅトラックに載せられ里

Ｉ浸りとなりましだ。

おばけ

かぼちゃだよ～
Ｊｒホルスタインクラブ

,鰻=、

ハロウィンも上手に出来あがり､沢山蕊まったカボチヤコンテスト

ジュニアホルスタインワラフ、おばけか|まちやコンテストが１０

曰31曰、農協駐車場で開力れ、クラブ員か曰夜丹精込めて育てあ

げ厄かぼちゃ（アトランチックジァイアント）約301国が出品され

ましだ。

このコンテストは、１０月Ｂ曰(ご収穫祭として行なう予定でし

だが、地震の影響でこの曰に延期され行なわれ厄もの。

コンテストは重さの部、ハロウインの部、観察曰記のＳ部門

にわかれ、重さの部で66灘の遠藤幸妬言（遠藤正幸氏宅）がチャ

ンピオンに輝きました。会年は天候|ご恵まれ、lFU年より大きなカ

ボチャか出来だようです。

’夢



爪
鑿

健康の
ひけつは

体を動かす事
ＪＡ根室地区フレッシュ

ミセス研修会

iＷ 

llIillililllliiiIil 
Ⅸ 『

賭
や
ん
と
持
っ
て
え
”
梶
』
峠
蝉
艫
締
澁

〕月25Ｂ、根室農業会館にて、フレッシュミセス研

ミガ開催されましだ。管内のフレッシュミセス約30

ﾂﾞ集まり､当婦人部からも４人が参加いたしましだ。

]は､｢健康」をテーマに行なわれ、午前中には「腱

）＜りと推進」と題しての講演会か開かれ、午後か

丈、簡単なストレッチ体操.小さな竹の棒を使って、

7なゲームにチャレンジ。蚕流も兼ねて害さ'uで蕊

<心地良い汗をかき、約１時間程の運動の後、研修

E終了しましだ。

枳扇

聯
i１ 

ｉ 

燗
｜

；
 

珍プレーに

大きな歓声'

酪対開1場支部
便ヨハ

酷対南陽麦部（±井上昭男妄部長）ては10月27曰、曰森砺公

園ミルフボール場で、第１回開陽地区ミルワボール大会を開催

しましだ。この大会は地区内の交流と親睦を深め、地域の活

性化を巨的|ご開(崖されたもので、当曰は約40人か参加。参加雪

のほとんどはミノＬフボールは初めてとあって、空振りし定'ａ

木にぶつけだ'｡と珍プレーの続出。でも中にはホールインワン

も出たりと、笑いの左えない楽しい大会となりましだ。

大会結集は、男子の部１位･今井信濤氏､女子の部１位．鈴木

多美子氏となりましだ。酪対開暘支部では会後もこの様な交流

会を継続して行き定いと話しており、他の支部での開催も願っ

ていま可。

２グ



鷺

JＡグループのテレ
（厚生省中央児童福祉審

翁!`の
探検隊

４日北海道東方沖地震

７ロ第１回婦人ヨーロッパ視察研

修出発

11日根室地区農青協役員会

12日第５[Ｈ１役員協議会

〃第９回理事会

l7ロ婦人ヨーロッパ視察研修帰lllJ

l8ロ和牛振興会役員会

20日北海道畜産会講習会

24日団体長会議

25日-26日一|｣皆貯金

26日第３、管理購買委員会

27日第６回役員協議会

31日－５日自治幣杏

｢土に根ざした心豊かな懲らしを」

と、昭和49年に開校した本別生活
学校。校長の林敏子さんは、生活

の基本である衣食住を農家の主婦
とともに学んでいます。このほど

｢家庭寮｣も完成。付属農場で農作
業にも精を出します、

東野英心、
月
担
日
伍

｢土と歩む

生活学校，

(北海道･本別町）

Hf■、

｢農家の枠を踏みだしたものを」と、

昨年、キノコ料理専門レストラン

｢深l｣｣｣をオープンした宮沢]ﾘ'さん。

キノコ狩りができる栽培室やｌｈ野

草の押し花体験コーナーも併設す
るなどアイデアいっぱい。元気印
の出家の夢を探検。

東野英心ｎ
月
旧
日
出

r櫃ﾘ'''1の鎌倉〃

キノコ味散歩」

(長野県･上田市〕

子供が自然の営みを知ることは、

状来の大きな宝物一。お年寄りが
先生役の｢私立農業小学校｣では、
毎月１回、部会っ子やＯＬがドロ

ンコになって自然を体感中。土の

ぬくもりを伝える手づくりの青空
救篭を訪ねます“

和泉雅子ｎ
月
お
日
出

｢自然体感／

あおぞら教室」

(広島県｡豊平町）

北海道放送(土)９:3０提供●ＪＡグループ／制作■家の光協会

伯爵＆缶バターキャンペーン在庫ﾊﾟﾀｰの消費拡大に／＃'ぬ、

農協青年部では、じゃがいもｲ'２１爵＆fiテバターセッ

トキャンペーンを１０）120～2511開陽台駐車場でＩＨＩ催
しました。このキャンペーンは、中標津の特産であ

るlrl爵のＰＲと、だぶついているバター在庫を少し
でも消澱拡大につなげようと企画したもので、昨年
に続き２回１１．今生'二はｇ)二lllI句の蕊i;1Jと、東方沖地

震の影響で昨イドより２週間ほど遅れての開催となり、
来客も少なく、大変寒い'+'でのキャンペーンとなり

ましたが、開陽台を訪れた人たち－人ひとりにパン

フレリトを手渡し、ＰＲしていました。

また、この他にも養老牛温泉や'１－ｌ標津空港、交通

センター、トーヨーグランドホテルなどにもポスタ

ー、ハンフレットを置いてもらいＰＲしています。

セットの注文、問い合わせは…農協青年部事務局
ず２－３２７５へ。

セット内雰…雪印缶バター２缶(I缶2259）
伯爵lOkgiEiJ詰めＬＭサイズ､送料別で1セット2.2001Li。
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’‘ 

、月担日出
東野英心

｢土と歩む

生活学校」
(北海道･本別町）

ﾃﾞｰ'二に根ざした心豊かな懲らしを」
と、昭和49年に|淵校した本別生活

学校。校長の林敏子さんは、生活
の基本である衣食住を農家の主婦
とともに学んでいます。このぼど

i家庭寮｣も完成。付属農場で農作
業にも精を出します。

１１ 

月
１９ 

日
仕）

東野英心

r帽ﾘ'''１の鎌倉〃

キノコ味散歩」
(長野県･上田市）

F農家の枠を踏みｽﾞぎしたものを」と、

昨年、キノコ科理専iヨリレストラン

｢深Ｉ:'｣をオープンした宮沢]ﾘiさん。

キノ=x狩I)ができる栽培室や111野

章の押し花体験コーーナーも併設す
るなどアイデアいっぱい。鬼気印

の腱家の夢を探検。

灯月沁日㈹
和泉雅子

｢自然体感／

あおぞら教室」
(広島県｡豊平町）

子供が'二1然の営みを知ることは、

状来の大きな宝物、お年寄')が
先生役の｢私立農業小学校｣では、
毎Ｊ』１回、都会っ子やＯＬが:ごロ

ンデコになって自然を体感`:』。土の
ぬくも')を伝える手づく!)の青空

救寵を訪ねます。


